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平成１６年度第５回ＣＲＤセミナー 
日 時：平成 17 年度 2 月 23 日(水) 
     13 時 30 分～15 時 00 分 
場 所：地域共同研究開発センター ２階 
共 催：産学官連携推進事業実行委員会 
地域共同研究開発センター研究協力会 
 
中性原子発生装置の開発と 
ナノスケール半導体薄膜形成への応用に関する研究 
客員教授(アリエース・リサーチ有限会社 代表取締役) 古川 雅一 
 次世代ギガビット超高集積回路（ＵＬＳＩ）製造において、原子・分子レベルで制御され
た高度な半導体プロセス技術が要求される。本研究において、１２インチ対応表面波プラズ
マ装置を開発し、表面波プラズマ励起により高密度のイオン及び中性原子を発生させること
に成功した。本年度は、この装置を用いて低温でダメージフリーの半導体プロセスを実現で
きるようにした。今年度は、レジスト除去プロセス及び低温絶縁膜形成プロセスに注力して
研究を行った。 
 レジスト除去において、酸素原子及び水素原子照射の双方において、１μｍ／ｍｉｎもの
高いレジストアッシングレートが得られた。高濃度にイオン注入したレジストにおいて、酸
素アッシング後、ウエハ表面に酸化物と見られる粒状の残渣が確認できた。一方、水素原子
によるアッシングでは完全にレジストを剥離することが出来た。これより、低温部における
高いアッシングレート及び高ドーズイオン注入レジストの完全剥離において水素原子による
レジスト除去は優位であり、新しいレジスト除去技術として注目に値する。 
 次に、中性原子とシラン系ガスを用いて化学気相成長法による低温絶縁膜形成を試みた。
その結果、２００℃の低温においても均一な絶縁膜形成が可能であることが確認された。装
置に関してすでに基本特許を共同出願しているが、今後、半導体プロセス技術の応用特許を
出願することを計画している。 
 
【平成１６年度第４回ＣＲＤセミナー】 
 平成 17 年 1 月 28 日(金) 15:30～16:45 本学、共同利用施設 3 階において、産学官連携推
進事業実行委員会、地域共同研究開発センター研究協力会の共催で行われた。題名は「ゼネ
コンからみた環境問題」と題して高橋紀行客員教授( 
(株)竹中工務店環境ビジネスプロデュース本部長)が 
現在、ゼネコンでは地球環境、地域環境、都市環境、 
建築物環境、室内環境などのスケールに分けて環境 
問題をとらえ、法規制と技術実情の整合性を図るべ 
く技術開発を行なっているが、特に土壌環境などの 
地域環境問題や焼却炉解体などの地域・都市複合環 
境問題に重点を置いた研究の現状等、具体的事例を 
紹介しながら講演を行った。参加者は 37 人。 
平成１６年度第６回ＣＲＤセミナー 
日 時：平成 17 年度 3 月 11 日(金) 
     10 時 30 分～12 時 00 分 
場 所：地域共同研究開発センター ２階 
共 催：産学官連携推進事業実行委員会 
地域共同研究開発センター研究協力会 
 
総合テーマ：ビニロン短繊維混入コンクリートを用いた鉄筋コンクリート部材の 
耐荷性能向上法に関する研究 
テーマ I：短繊維混入吹付けコンクリートによる既設鉄筋コンクリート構造物の補修補強工事 
北海道開発土木研究所 研究員 栗橋祐介 
本研究グループでは，既設鉄筋コンクリート (RC) 構造物
の合理的かつ経済的な補修補強工法として，短繊維混入吹付
けコンクリートとアラミド繊維 (AFRP) メッシュを併用す
る工法を提案し，実施工に向けた種々の検討を行ってきた．
今年度は，一般国道に架かる RC 橋の塩害対策およびせん断
補強に関する試験施工の実施に向けて，現場状況に対応した
適切な施工法の確立に関する検討を行った．また，上記によ
り検討した施工法に基づいて現場施工を行い，本工法の実用
性を確認するとともに，吹付けコンクリートの力学性能およ
び耐久性が十分に確保されていることを確認した． 
 
テーマ II：せん断および曲げ破壊型 RC 梁の耐荷性能に及ぼすビニロン短繊維混入率の影響 
客員教授 三上 浩 
(三井住友建設（株）技術研究所主席研究員) 
本研究では，ビニロン短繊維を混入した RC 部材の合理的な設計
手法の確立に向けて，せん断および曲げ破壊型 RC 梁を対象に，短
繊維混入率が RC 梁の耐荷性能に及ぼす影響について検討を行った．
実験は，短繊維混入率を 0 ~ 2 % に変化させた RC 梁の４点曲げ載
荷により実施した．また，短繊維混入コンクリートの一軸引張試験に
より，その引張特性を把握して各 RC 梁の耐荷性能の推定を試みた．
その結果，短繊維混入 RC 梁のせん断耐力は，短繊維混入コンクリ
ートの残存引張強度値を用いることで，大略推定可能であることが明
らかになった．また，曲げ耐力は，短繊維混入コンクリートの引張応
力－開口変位関係を考慮することによって，断面分割法により概ね評
価可能であることが明らかになった． 
 
テーマ III：ビニロン短繊維を混入した四辺支持 RC 版の耐衝撃性状 
建設システム工学科教授 岸 徳光 
本研究グループによる既往の研究では，短繊維の混入により RC 
梁の耐荷性能および耐衝撃性が向上し，特に耐衝撃性についてはエネ
ルギー吸収性能が最大で５倍程度まで改善されることが確認されて
いる．このような研究成果を踏まえ，本研究ではビニロン短繊維混入
による RC 版の耐衝撃性能の向上効果を検討することを目的に，短
繊維混入率を 0 ~ 3 % に変化させた四辺支持 RC 版の重錘落下衝撃
実験を行った．また，静載荷実験も併せて実施し，耐荷性状や破壊性
状に及ぼす載荷方法の影響に関する検討を行った．その結果，載荷方
法にかかわらず，短繊維混入率の増大に伴い RC 版の耐荷性能およ
び耐衝撃性能が向上するとともに，RC 版裏面のかぶりコンクリート
の剥落が確実に抑制されることが明らかになった． 
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